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この製品は、関連するEU規制に適合しています。 詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンン
ジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススやややそそそののの成成成分分分にににははは発発発癌癌癌性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含ままま

れれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

地域によっては、この機械の使用に当たり、本機のエ
ンジンにスパークアレスタを取り付けることが義務付け
られておりますので、この機械のマフラー・アセンブリに
はスパークアレスタが内蔵されています。

トロの純正スパークアレスタは、USDA森林局の適
合品です。

重重重要要要 こここののの製製製品品品のののエエエンンンジジジンンンのののマママフフフラララーーーにににはははスススパパパーーークククアアアレレレ
スススタタタががが装装装着着着ささされれれててていいいままますすす。。。カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林地地地
帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ににに
ははは、、、同同同州州州公公公共共共資資資源源源法法法第第第4442章章章ににによよよりりり、、、正正正常常常ににに機機機能能能すすす
るるるスススパパパーーークククアアアレレレスススタタタののの装装装着着着、、、まままたたたはははエエエンンンジジジンンンににに対対対しししててて森森森
林林林等等等ののの火火火災災災防防防止止止措措措置置置をををほほほどどどこここすすすここことととががが義義義務務務づづづけけけららられれれててて
いいいままますすす。。。他他他ののの地地地域域域にににおおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる可可可
能能能性性性がががああありりりままますすすのののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

この製品に使用されているスパーク式着火装置は、カ
ナダの ICES-002 標準に適合しています。

エエエンンンジジジンンンののの保保保守守守整整整備備備のののたたためめめ、、、おおおよよよびびび米米米国国国環環環境境境保保保護護護局局局
EPA並並並びびびにににカカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州排排排ガガガススス規規規制制制ににに関関関連連連しししてててエエエンンン
ジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを同同同梱梱梱しししててておおおりりりままますすす。。。エエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアア
ルルルはははエエエンンンジジジンンンのののメメメーーーカカカーーーかかかららら入入入手手手すすするるるここことととがががででできききままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するロータリー式乗用芝刈り
機であり、そのような業務に従事するプロのオペレータ
が運転操作することを前提として製造されています。
この製品は、集約的で高度な管理を受けているゴル
フ場やスポーツフィールド、商用目的で使用される芝
生に対する刈り込み管理を行うことを主たる目的とし
て製造されております。本機は、雑草地や道路わき
の草刈り、農業用地における刈り取りなどを目的とし
た機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社のウェブサイト www.Toro.com で製品やアクセサリ
情報の閲覧、代理店についての情報閲覧、お買い上
げ製品の登録などを行っていただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分からな
いことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサービス
におたずねください。お問い合わせの際には、必ず製
品のモデル番号とシリアル番号をお知らせください。図
1は、モデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の取り
付け位置機械の右前フレーム部材を示します。いまの
うちに番号をメモしておきましょう。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための警
告記号 (図 2) を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図図図 2

1. 危険警告記号。

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要 は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この機械は、CEN安全規格EN 836:1997但し所定の
ステッカーの貼付が条件、および米国連邦ANSI規格
B71.4-2004に適合となる製品として製造されています。

不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりすると、人
身事故につながります。事故を防止するため、以下
に示す安全上の注意や安全注意標識のついている遵
守事項は必ずお守りください。これは「注意」、「警
告」、「危険」など、人身の安全に関わる注意事項
を示しています。これらの注意を怠ると死亡事故などの
重大な人身事故が発生することがあります。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997、ISO規格
5395:1990 およびANSI規格B71.4-2004から抜粋した
ものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このマニュアルや関連する機器のマニュアルをよく

お読みください。各部の操作方法や本機の正しい
使用方法に十分慣れておきましょう。

• オペレータが日本語を読めない場合には、オー
ナー の責任において、このオペレーターズマニュア
ル の内容を十分に説明してください。

• 子供や正しい運転知識のない方には機械の操作
や整備をさせないでください。地域によっては機械
のオペレータに年齢制限を設けていることがありま
すのでご注意ください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では絶対に
作業をしないでください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレータや
ユーザーが責任を負うものであることを忘れないで
ください。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人、整備する人すべてに適切なト
レーニングを行ってください。トレーニングはオー
ナーの責任です。特に以下の点についての十分
な指導が必要です

– 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な注意
点と注意の集中

– 斜面で機体が滑り始めるとブレーキで制御する
ことは非常に難しくなること。斜面で制御不能と
なるおもな原因は

◊ タイヤグリップの不足

◊ 速度の出しすぎ

◊ ブレーキの不足

◊ 機種選定の不適当

◊ 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握して
いなかった

• オペレータやユーザーは自分自身や他の安全に責
任があり、オペレータやユーザーの注意によって
事故を防止することができます。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 作業には頑丈な靴と長ズボン、ヘルメットおよび聴

覚保護具を着用してください。長い髪、だぶつい
た衣服、装飾品などは可動部に巻き込まれる危険
があります。また、裸足やサンダルで機械を運転
しないでください。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちていない
か、作業場所をよく確認しましょう。

• 警告燃料は引火性が極めて高い 以下の注意を必
ず守ってください。

– 燃料は専用の容器に保管する。

– 給油は必ず屋外で行い、給油中は禁煙を厳
守する。

– 給油はエンジンを掛ける前に行う。エンジンの
運転中やエンジンが熱い間に燃料タンクのふた
を開けたり給油したりしない。

– 燃料がこぼれたらエンジンを掛けない。機械
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十
分に拡散するまで引火の原因となるものを近
づけない。

– 燃料タンクは必ず元通りに戻し、フタはしっか
り締める。

• マフラーが破損したら必ず交換してください。

• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業する
にはどのようなアクセサリやアタッチメントが必要か
を判断してください。メーカーが認めた以外のアクセ
サリやアタッチメントを使用しないでください。

• オペレータコントロールやインタロックスイッチなど
の安全装置が正しく機能しているか、また安全カ
バーなどが外れたり壊れたりしていないか点検して
ください。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

運運運転転転操操操作作作
• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め切った場

所ではエンジンを運転しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行ってくだ
さい。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメントのクラッチ
をすべて外し、ギアシフトをニュートラルにし、駐車
ブレーキを掛けてください。

• 回転部やその近くには絶対に手足を近づけないで
ください。また排出口の近くにも絶対に人を近づ
けないでください。

• 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜面での
作業には特に注意が必要です。転倒を防ぐため

– 斜面では急停止・急発進しない。
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– 斜面の走行や小さな旋回は低速で。

– 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に注意
すること。

– 斜面を横切りながらの作業は、そのような作
業のために設計された芝刈機以外では絶対行
わないこと。

– マニュアルに指示があれば、カウンタバランス
やホイールバランスを使用すること。

• 隠れて見えない穴や障害物に常に警戒を怠らない
ようにしましょう。

• 道路付近で作業するときや道路を横断するときは
通行に注意しましょう。

• 移動走行を行うときはリールの回転を止めてくだ
さい。

• ガードが破損したり、正しく取り付けられていない
状態のままで運転しないでください。インタロック装
置は絶対に取り外さないこと、また、正しく調整し
てお使いください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回
転数を上げすぎたりしないでください。規定以上
の速度でエンジンを運転すると人身事故が起こる
恐れが大きくなります。

• 運転位置を離れる前に

– 平坦な場所に停止する

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降させる

– 駐車ブレーキを掛ける

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

重重重要要要 高高高負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささ
せせせるるる前前前ににに5 分分分間間間程程程度度度のののアアアイイイドドドリリリンンングググ時時時間間間をををとととっっっててて
くくくだだださささいいい。。。こここれれれををを怠怠怠るるるとととタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャにににトトトラララブブブ
ルルルががが発発発生生生すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

• 以下の場合にはエンジンを止めてください

– 燃料を補給するとき

– 刈高の調整を行うとき

– 詰まりを取り除くとき

– 機械の点検・清掃・整備作業などを行うとき

– 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を
感じたとき。機械に損傷がないか点検し、必要
があれば修理を行ってください。点検修理が終
わるまでは作業を再開しないでください。

• エンジンを停止する時にはスロットルを下げてお
いて下さい。

• カッティングユニットに手足を近づけないこと。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、減
速し周囲に十分な注意を払ってください。また、必
ずブレードの回転を止めてください。

• 刈りカスの排出方向に常に留意し、絶対に人に向
けないようにしてください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は避
けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故となりま
す。稲光が見えたり雷が聞こえるような場合には機
械を運転しないで安全な場所に避難してください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには
安全に十分注意してください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボルト、

ナット、ねじ類が十分に締まっているかを確認して
ください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管する場
合は、必ず燃料タンクを空にし、火元から十分離
してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン
が十分冷えていることを確認してください。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー、バッテリー
の周囲に、余分なグリス、草や木の葉、ホコリなど
が溜まらないようご注意ください。

• 各部品、特に油圧関連部が良好な状態にあるか点
検を怠らないでください。消耗したり破損した部品や
ステッカーは安全のため早期に交換してください。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合は屋外で
作業を行ってください。

• 機械の調整中に指などを挟まれないように十分注
意してください。

• 複数のブレードを持つ機械では、つのブレードを
回転させると他も回転する場合がありますから注意
してください。

• 整備・調整作業の前には、必ず機械を停止し、カッ
ティングユニットを下げ、駐車ブレーキを掛け、エ
ンジンを停止し、イグニッションキーを抜いてくださ
い。そして必ず機械各部の動きが完全に停止した
のを確認してから作業に掛かってください。

• 火災防止のため、カッティングユニットや駆動部、
マフラーの周囲に、草や木の葉、ホコリなどが溜
まらないようご注意ください。オイルや燃料がこぼ
れた場合はふきとってください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体を確実
に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

• 修理作業に掛かる前にバッテリーの接続を外して
ください。バッテリーの接続を外すときにはマイナ
スケーブルを先に外し、次にプラスケーブルを外し
てください。取り付けるときにはプラスケーブルか
ら接続する。

• ブレードを点検する時には安全に十分注意してくだ
さい。必ず手袋を着用してください。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してください。
エンジンを駆動させたままで調整を行うのは可能
な限り避けてください。
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• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接続
や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから抜
いておいてください。また、安全な服装を心がけ、
工具は確実に絶縁されたものを使ってください。

• マシンを格納する際には、カッティングユニットを
降下させるか、ユニットが下がらないように一番
外側のデッキウィングデッキにラッチを掛けておい
て下さい。

乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを安安安全全全にににおおお使使使いいい
いいいたたただだだくくくたたためめめににに TORO かかからららののの
おおお願願願いいい
以下の注意事項はCEN、ISO、ANSI規格には含まれ
ていませんが、Toroの芝刈り機を安全に使用していた
だくために必ずお守りいただきたい事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする能
力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐため、すべ
ての注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をするとユー
ザーや周囲の人間に危険な場合があります。

警警警告告告
エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは致致致死死死性性性ののの有有有毒毒毒物物物質質質ででであああるるる
一一一 酸酸酸化化化炭炭炭素素素ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

屋屋屋内内内ややや締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所ででではははエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転しししななな
いいいこここととと。。。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• テニスシューズやスニーカーでの作業は避けて
ください。

• 安全靴と長ズボンの着用をおすすめします。地域
によってはこれらの着用が義務付けられていますの
でご注意ください。

• 燃料の取り扱いには十分注意してください。こぼれ
た燃料はふき取ってください。

• インタロックスイッチは使用前に必ず点検してくだ
さい。スイッチの故障を発見したら必ず修理して
から使用してください。

• エンジンを始動する時は必ず着席してください。

• 運転には十分な注意が必要です転倒や暴走事故を
防止するために以下の点にご注意ください

– サンドトラップや溝・小川、土手などに近づか
ないこと

– 小さな旋回をする時は必ず減速すること急停止
や急発進をしないこと。

– 道路横断時の安全に注意常に道を譲る心掛けを

– 下り坂ではブレーキを併用して十分に減速し確
実な車両制御を行うこと

• ROPS横転保護バーを搭載している機械からは絶
対に ROPS を取り外さないでください。また運転す
るときには、必ずシートベルトを着用してください。

• 移動走行時にはカッティングユニットを上昇させて
ください。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体、マフ
ラー、排気管などに触れると火傷の危険がありま
すから手を触れないでください。

• 斜面ではいつでも転倒の危険がありますが、傾斜
が急になるほど転倒の危険が大きくなります。急な
斜面での運転は避けてください。

斜面を下るときには、機体を安定させるためにカッ
ティングユニットを下げておいてください。

• 走行ペダルはゆっくり操作してください。また運転
中、特に下り坂を走行中はペダルから足を放さな
いでください。

ブレーキが必要な時にはペダルを後退側に踏み込
むと効果的です。

• 坂を登りきれない時は、絶対にUターンしないでくだ
さい。必ずバックで、ゆっくりと下がって下さい。

• 人や動物が突然目の前に現れたら直ちにリール停
止注意力の分散、アップダウン、カッティングユ
ニットから飛びだす異物など思わぬ危険がありま
す。周囲に人がいなくなるまでは作業を再開しな
いでください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検してくださ

い。油圧を掛ける前に、油圧ラインの接続やホー
スの状態を確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が高
圧で噴出していますから、手などを近づけないでくだ
さい。リークの点検には新聞紙やボール紙を使い、
絶対に手を直接差し入れたりしないでください。高圧
で噴出する作動油は皮膚を貫通し、身体に重大な
損傷を引き起こします。万一、油圧オイルが体内に
入ったら、直ちに専門医の治療を受けてください。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエンジンを
停止し、カッティングユニットを下降させてシステム
内部の圧力を完全に解放してください。

• 燃料ラインにゆるみや磨耗がないか定期的に点検
してください。必要に応じて締め付けや修理交換
してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければなら
ない時は、手足や頭や衣服をカッティングユニット
や可動部に近づけないように十分ご注意ください。

• Toro正規代理店でタコメータによるエンジン回転数
検査を受け、安全性と精度を確認しておきましょう。

• 大がかりな修理が必要になった時、補助が必要な
時Toro 正規代理店にご相談ください。

• 交換部品やアクセサリはToro純正品をお求めくださ
い。他社の部品やアクセサリを御使用になると製品
保証を受けられなくなる場合があります。
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音音音力力力レレレベベベルルル
この機械は、音力レベルが 105 dBA であることが確
認されています ただしこの数値には不確定値K1 dBA
が含まれています。

音力レベルの確認は、ISO 11094 に定める手順に
則って実施されています。

音音音圧圧圧レレレベベベルルル
この機械は、オペレータの耳の位置における音圧レベ
ルが 90 dBA であることが確認されています ただしこの
数値には不確定値K1 dBA が含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 836 に定める手順に
則って実施されています。

振振振動動動レレレベベベルルル
グググララランンンドドドマママスススタタターーー 4500

腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 0.57 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 1.02 m/s2

不確定値K = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施され
ています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.49 m/s2

不確定値K = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施され
ています。

グググララランンンドドドマママスススタタターーー 4700

腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 1.21 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 1.25 m/s2

不確定値K = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施され
ています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.46 m/s2

不確定値K = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施され
ています。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal117-4763

117-4763

1. 駐車ブレーキの掛け方左
右のペダルをピンでつな
ぐ 駐車ブレーキペダルを踏
み込んで、つま先ペダル
を掛ける。

2. 駐車ブレーキの解除のし
方 ロックピンを外し、ペダ
ルを踏んで解除する。

decal117-2384

117–2384

1. OFF 6. PTO
2. ヘッドライト 7. 高

3. ON 8. 走行コントロール

4. 高速 9. 低

5. 低速

decal117-2385

117–2385

1. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

3. エンジン 予熱

2. エンジン 始動 4. エンジン 停止

decal117-2387

117–2387

1. 左側デッキ上昇 4. 冷却ファン

2. 中央デッキ上昇 5. 後退

3. 右側デッキ上昇 6. 自動

decal117-4765

117-4765

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 始動補助剤の使用禁止
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decal117-4766

117-4766

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険可動部に近づかな
いこと 使用時にはすべての安全カバー類を正しく取り付け
ておくこと。

decal106-6755

106-6755

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告高温部に触れないこ
と。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと。

4. 警告 オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

decal117-4764

117-4764

1. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。

2. 刈り込み刃で手や指を切断する危険 可動部に近づかないこ
と。すべてのガード類を正しく取り付けて使用すること。

3. 刈り込み刃で足を切断する危険 可動部に近づかないこと。
すべてのガード類を正しく取り付けて使用すること。

decal98-4387

98-4387

1. 警告 聴覚保護具を着用のこと。

decal106-6754

106-6754

1. 警告高温部に触れないこと。

2. ファンによる手足の切断など、ベルトによる巻き込み事故の
危険可動部に近づかないこと。

decal112-5297

112-5297

1. 警告オペレーターズマニュアル を読むこと必ず講習を受け
てから運転すること。

2. 警告 このマシンの牽引を行う前に、オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

3. 転倒の危険旋回する時は速度を落とすこと高速でターンしな
いこと下り坂ではカッティングユニットを下降させることROPS
横転保護バーとシートベルトを使うこと。

4. 警告斜面に駐車しないこと平らな場所で、駐車ブレーキを掛
け、カッティングユニットを下降させ、エンジンを停止させ、
マシンから離れる場合にはキーを抜き取ること。

5. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。

6. ベルトに巻き込まれる危険 可動部に近づかないこと。すべて
のガード類を正しく取り付けて使用すること。
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decal112-5298

112-5298

1. 警告オペレーターズマニュアル を読むこと 必ず、講習を
受けてから運転すること。

2. 警告 このマシンの牽引を行う前に、オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

3. 転倒の危険 15度より急な斜面で運転しないこと 斜面で使
用する時にはカッティングユニットを下げておくこと シートベ
ルトを着用すること。

4. 警告斜面に駐車しないこと平らな場所で、駐車ブレーキを掛
け、カッティングユニットを下降させ、エンジンを停止させ、
マシンから離れる場合にはキーを抜き取ること。

5. 異物が飛び出して人にあたる危険 人を近づけないこと。

6. ベルトに巻き込まれる危険 可動部に近づかないこと。すべて
のガード類を正しく取り付けて使用すること。

decal117-4761

117-4761

1. スタータ, 20A 6. GM4500 コントローラ, 2A
2. 作業ランプ, 10A 7. 供給電流, 7.5A
3. 運転席, 10A 8. GM4700 コントローラ, 2A
4. 電源ソケット, 10A 9. エンジン予熱, 60A
5. 計器, 10A

decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります。

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり。

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと。 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止。

decal93-7272

93-7272

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険 可動部に近づかない
こと。

decal117-2718

117-2718
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decal117-4758

117-4758
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 警告表示ステッカー 1 欧州 CE 規格に適合させる場合にのみ
必要となります。

フードロックブラケット 1
リベット 2
ねじ (1/4 x 1–1/2 inch) 1
平ワッシャ (1/4 inch) 1

2
ロックナット¼" 1

欧州 CE 規格に適合させる場合にのみ
必要となります。

スロットル・ストップ 1
3 固定ねじ 1

欧州 CE 規格に適合させてハイ・リフト・
ブレードを取り付ける時にのみ必要とな
ります。

4 必要なパーツはありません。 – マシンのグリスアップを行ってください。

5 必要なパーツはありません。 – 後アクスルオイル、油圧オイル、エンジ
ンオイルの量を点検します。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 ご使用前にお読みください。

エンジンマニュアル 1 エンジンを掛ける前にお読みください。

パーツカタログ 1 パーツ番号を調べるための資料です。

オペレータのためのトレーニング資料 1 ご使用前にご覧ください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。
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1
諸諸諸国国国用用用ののの警警警告告告ススステテテッッッカカカーーーににに貼貼貼
りりり代代代えええままますすす。。。

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 警告表示ステッカー

手手手順順順

CE 規格適合とするためには、ステッカーP/N
112-5297に代えてCE用ステッカーP/N 112-5298 を貼
り付けてください。

2
CE 規規規格格格ににに適適適合合合さささせせせるるるたたためめめににに
フフフーーードドドにににロロロッッックククををを取取取りりり付付付けけけままま
すすす。。。

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 フードロックブラケット

2 リベット

1 ねじ (1/4 x 1–1/2 inch)

1 平ワッシャ (1/4 inch)

1 ロックナット¼"

手手手順順順
1. フードラッチブラケットからフードラッチを外す図 3。

g009984

図図図 3

1. フードのラッチ

2. フードラッチブラケットをフードに固定しているリ
ベット2本を外す図 4。フードからフードラッチブラ
ケットを取り外す。

g010379

図図図 4

1. フードラッチブラケット 4. フードのラッチ

2. リベット 5. ボルト

3. CE 用ロックブラケット 6. ロックナット

3. CE 用ロック・ブラケットとフード・ラッチ・ブラケッ
トの取り付け穴をそろえて、フードの上に位置決
めする。ロック・ブラケットをフードに当てて取り
付ける図 4。

4. ブラケットをフードにリベットで固定する

5. フードラッチ・ブラケットにラッチを入れる図 4。
6. ボルト1/4 x 1-1/2 inをフード・ロックブラケットを通

して挿入し、ロックナットで固定する図 4。
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3
オオオプププシシショョョンンンのののハハハイイイ・・・リリリフフフトトト・・・ブブブ
レレレーーードドドををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ににに CE規規規
格格格適適適合合合用用用のののスススロロロッッットトトルルル・・・ススストトトッッッ
プププををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 スロットル・ストップ

1 固定ねじ

手手手順順順
1. スロットルストップについている固定ねじをゆる

める図 5。
2. スロットルストップをハイアイドルねじまで動かす

図 5。スロットルストップの面取りされている端部
が外側を向くようにする。

g010522

図図図 5

1. スロットルストップ 2. 固定ねじ

3. エンジンを始動し、510分間回転させる。

4. カッティングユニットを解除した状態で、ハイ・アイ
ドルを 2650 rpm に調整する。

5. 固定ネジを締める。

6. いたずら防止のために、固定ねじを接着剤で固
定しておく。

4
グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

初めて運転する前にマシン全体のグリスアップを行って
ください。「潤滑」の項を参照。この作業を怠ると重要
部品に急激な磨耗が発生しますから注意してください。

5
液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 初回運転の前に、後アクスルオイルの量を点検

してください。「駆動系統の保守」の「後アクス
ルオイルの点検」を参照。

2. 初回運転の前に油圧オイルの量を確認してくだ
さい。「運転」の章の「油圧オイルの量の確
認」を参照。

3. 初回運転の前に油圧オイルの量を確認してくだ
さい。「運転」の章の「エンジンオイルの点
検」を参照。
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製製製品品品ののの概概概要要要
各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル
2枚のペダル図 6により左右の車輪を独立で制御し、旋
回性能、駐車、斜面での走行性能を高めています。

ペペペダダダルルルのののロロロッッッククク用用用ラララッッッチチチ
ペダルのロック用ラッチ図 6を使って2枚のペダルを連
結して駐車ブレーキを掛けます。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル
駐車ブレーキ図 6を掛けるには、ペダルロック用ラッチ
で2枚のペダルを連結し、右ブレーキペダルを踏み込
みながら、つま先ペダルを踏み込みます。ブレーキを
解除するには、駐車ブレーキラッチが解除される左右
どちらかのペダルを踏み込みます。

g009979

図図図 6

1. ブレーキペダル 4. 走行ペダル

2. ペダルのロック用ラッチ 5. チルト調整ペダル

3. 駐車ブレーキペダル

走走走行行行ペペペダダダルルル
走行ペダル(図 6)は前進走行と後退走行を制御しま
す。ペダル前部を踏み込むと前進、後部を踏み込む
と後退です。走行速度はペダルの踏み込み具合で調
整します。スロットルが FAST 位置にあり負荷が掛
かっていない状態でペダルを一杯に踏み込むと最高速
度となります。

ペダルの踏み込みをやめると、ペダルは中央位置に戻
り、走行を停止します。

チチチルルルトトト調調調整整整ペペペダダダルルル
ハンドルを手前に寄せたい場合には、ペダル図 6を踏
みこみ、ステアリングタワーを手前に引き寄せ、ちょう
ど良い位置になったら、ペダルから足を離します。

速速速度度度制制制限限限ネネネジジジ

これらのネジ図 7を使ってペダルの前後への踏み込
み深さを制限し、前進速度や後退速度を制限するこ
とができます。

重重重要要要 こここれれれらららのののネネネジジジははは、、、ポポポンンンプププのののススストトトロロローーークククののの範範範囲囲囲内内内ででで
調調調整整整しししてててくくくだだださささいいい。。。ポポポンンンプププのののススストトトロロローーーククク限限限界界界ををを超超超えええてててペペペダダダ
ルルルををを踏踏踏みみみ込込込むむむととと、、、ポポポンンンプププををを破破破損損損すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

g009700

図図図 7

1. 前進速度制限ネジ 2. 後退速度制限ネジ

故故故障障障診診診断断断ララランンンプププ

マシンに異常が検出された場合に診断ランプ図 8が点
灯します。

エエエンンンジジジンンン冷冷冷却却却液液液温温温度度度計計計

通常の運転状態では、温度計図 8の表示は緑色の範
囲になります。表示が黄色や赤色の領域になったら、
冷却系統を点検してください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

ランプ図 8は、エンジンオイルの圧力が異常に低下
すると点灯します。

充充充電電電イイインンンジジジケケケーーータタタ

充電インジケータ図 8は、充電系統に異常が発生する
と点灯します。

キキキーーースススイイイッッッチチチ

始動キー図 8には3つの位置があります OFF,
ON/Preheat, STARTです。

PTO スススイイイッッッチチチ

PTOスイッチ図 8には2つの位置があります Out回転と
In停止です。PTO ボタンを引くとカッティングユニットの
ブレードが回転を開始します。カッティングユニットのブ
レードの回転を止めるにはボタンを押し込んでください。
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ハハハイイイ・・・ロロローーー速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル

このスイッチ図 8で、芝刈り作業用と移動走行用の
モードの切り換えを行います。ハイ・レンジではカッ
ティングユニットは作動しません。また、スイッチがハ
イ・レンジにセットされている時には、デッキを下降さ
せることはできません。

g009981

図図図 8

1. 故障診断ランプ 8. 昇降スイッチ

2. エンジン冷却液温度計 9. 昇降スイッチGM 4700のみ

3. エンジンオイル圧警告灯 10. スロットル・コントロール

4. 充電インジケータ 11. ライトスイッチ

5. 始動キー 12. グロープラグインジケータ

6. PTO スイッチ 13. 冷却水温警告灯

7. ハイ・ロー速度コントロール

昇昇昇降降降スススイイイッッッチチチ

昇降スイッチ図 8で、カッティングユニットの昇降を行い
ます。スイッチを前に押すとカッティングユニットが降下
し、後ろに押すとカッティングユニットが上昇します。
カッティングユニットが降下した状態でマシンを始動する
場合には、昇降スイッチを降下側に押してカッティング
ユニットをフロート刈り込みモードにしてください。

注注注 速度が高速レンジに設定されているとデッキは降
下しません。また、エンジンが掛かっているのにオペ
レータが運転席にいない場合には、降下も上昇もさ
せられません。

スススロロロッッットトトルルル・・・コココンンントトトロロローーールルル

コントロール図 8を前に倒すとエンジン回転速度が速
くなり、後ろに引くと遅くなります。

ララライイイトトトスススイイイッッッチチチ

スイッチ図 8の下側を押すとライトが点灯します。スイッ
チの上側を押すとライトが消灯します。

グググロロローーープププラララグググイイインンンジジジケケケーーータタタ

グロープラグが作動中に、ランプ図 8が点灯します。

冷冷冷却却却水水水温温温警警警告告告灯灯灯

このランプ図 8が点灯するとカッティングユニットが停止
PTOが解除されます。冷却水温度がさらに上昇する
と、エンジンが自動的に停止します。

電電電源源源ソソソケケケッッットトト

電源ソケット図 9から電動アクセサリ用に12 Vの電源を
とることができます。

g010239

図図図 9

1. 電源ソケット 3. バッグホルダー

2. エンジンの冷却ファンのス
イッチ

4. アワーメータ

エエエンンンジジジンンンののの冷冷冷却却却フフファァァンンンのののスススイイイッッッチチチ

このマシンには、エンジン冷却用油圧駆動式自動逆転
ファンが装備されています。ファン・スイッチ図 9には2
つの位置があります R手動リバースと Auto自動通常使
用用です。マニュアルの「運転操作」の章の「エンジ
ン冷却ファンの操作」の項を参照してください。
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バババッッッグググホホホルルルダダダーーー

バッグホルダー図 9は物入れにお使いください。

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

アワーメータ図 9は、本機の積算運転時間を表示
します。

燃燃燃料料料計計計

燃料計図 10は、燃料タンクに残っている燃料の量
を表示します。

g009701

図図図 10

1. 燃料計

座座座席席席調調調整整整

前前前後後後調調調整整整レレレバババーーー

レバーを外側に引いて座席を前後に移動させます図
11。

座座座席席席アアアーーームムムレレレススストトト調調調整整整ノノノブブブ

ノブを回して運転席のアームレストの角度を調整します
図 11。

背背背板板板調調調整整整レレレバババーーー

レバー動かしてシートの背板の角度を調整します(図
11)。

体体体重重重調調調整整整ゲゲゲーーージジジ

オペレータの体重に合わせて適正に調整ができると表
示が出ます図 11。高さ調整は、緑色の範囲内でサス
ペンションの位置を変えて行ないます。

g008837

図図図 11

1. 体重調整ゲージ 4. 座席背板調整レバー

2. 体重調整レバー 5. アームレスト調整ノブ

3. 前後調整レバー

体体体重重重調調調整整整レレレバババーーー

オペレータの体重に合わせて調整します図 11。レ
バーを引き上げると空気圧が高くなり、押し下げると
低くなります。体重ゲージが緑色の範囲に入れば、
調整は適切です。
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仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの仕仕仕様様様
4500-D 4700-D

刈幅 2,769 mm 3,810 mm

全幅カッティング
ユニット降下時

286 cm 391 cm

全幅カッティング
ユニット上昇時

224 cm 224 cm

全長 370 cm 370 cm

高さROPSを
含む

216 cm 216 cm

地上高 15 cm 15 cm

トレッド前輪 224 cm 224 cm

トレッド後輪 141 cm 141 cm

ホイールベース 171 cm 171 cm

純重量 カッティ
ングユニットを
含み、油脂類
を含まない

1995 kg 2245 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができま
す。 詳細は弊社の正規サービスディーラ、または代
理店へお問い合わせください。www.Toro.comでもす
べての認定アタッチメントとアクセサリをご覧になるこ
とができます。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意
こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音ははは、、、オオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位置置置ででで
85 dBA とととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけるるるととと聴聴聴覚覚覚ににに障障障
害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつででで
もももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、
キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回
運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認してく
ださい。

油量は約9.5 リットルフィルタ共 です。

以下の条件を満たす高品質なエンジンオイルを使用
してください

• API規格CH-4、CI-4 またはそれ以上のクラス。

• 推奨オイルSAE 15W-40-18℃以上

• 他に使用可能なオイルSAE 10W-30 または 5W-30
全温度帯

注注注 Toro のプレミアムエンジンオイル10W-30 また
は 5W-30を代理店にてお求めいただくことができま
す。パーツカタログでパーツ番号をご確認ください。

注注注 エンジンオイルを点検する最もよいタイミング
は、その日の仕事を始める直前、エンジンがまだ
冷えているうちです。既にエンジンを始動してしまっ
た場合には、一旦エンジンを停止し、オイルが戻っ
てくるまで約 10 分間程度待ってください。油量を
点検し、ディップスティックの ADD マーク以下であ
れば FULLマークまで補給します。入入入れれれすすすぎぎぎななないいい
こここととと。。。油量が ADD マークと FULLマークの間であ
れば補給の必要はありません。

1. 平らな場所に駐車する。

2. エンジンカバーのロックを解除し、カバーを開け
る。

3. ディップスティックを抜き取り、付いているオイ
ルをウェスで拭き、もう一度一杯に差し込んで
抜きとる。

オイル量が安全レンジ内にあればよい図 12。

g008808

図図図 12

1. ディップスティック

4. 不足している場合は、キャップ図 13を取り、Full
位置までオイルを補給する。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。

g008809

図図図 13

1. エンジンオイルキャップ

注注注 種類の異なるオイルを使うときには、古いオ
イルを全部抜き取ってから新しいオイルを入れ
ること。

5. オイルキャップとディップスティックを取り付ける。

6. エンジンカバーを閉じ、ラッチを掛ける。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

毎日、冷却液の量を点検してください。容量は 12.3 リッ
トルです。

1. ラジエターキャップを注意深く外す。
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注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを
開開開けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出しししててて
やややけけけどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを開開開
けけけななないいいこここととと。。。

• キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを使使使
いいい、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくくりりり
ととと開開開けけけるるるこここととと。。。

g009702

図図図 14

1. 補助タンク

2. ラジエター内部の液量を点検する。補給口の首
の上部まであればよい。また、補助タンク側面に
ついてい るFULLマークまであればよい図 14。

3. 液量が不足している場合には冷却液は水とエチ
レングリコール不凍液の50/50 混合液を補給す
る。水だけの使用やアルコール系、メタノール系
の冷却液の使用は避けること。

4. ラジエターと補助タンクのふたを取り付ける。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
硫黄分の少ない微量500 ppm 未満、または極微
量15 ppm 未満の新しい軽油またはバイオディーゼル
燃料以外は使用しないでください。セタン値が 40以上
のものをお使いください。燃料の劣化を避けるため、
180日以内に使いきれる程度の量を購入するように
してください。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの容容容量量量 83 リットル

気温が -7℃以上では夏用燃料2号軽油を使用します
が、気温が -7℃以下の季節には冬用燃料1号軽油ま
たは1号と2号の混合を使用してください。低温下で冬
用ディーゼル燃料を使うと、発火点や流動点が下がっ
てエンジンが始動しやすくなるばかりでなく、燃料の成
分分離ワックス状物質の沈殿によるフィルタの目詰まり
を防止できるなどの利点があります。

気温が -7℃ 以上の季節には夏用燃料を使用する方
が、燃料ポンプの寿命を延ばします。

重重重要要要 デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの代代代わわわりりりににに灯灯灯油油油やややガガガソソソリリリンンンををを使使使
わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。こここののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいとととエエエンンンジジジンンンががが破破破
損損損しししままますすす。。。

警警警告告告
燃燃燃料料料ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと非非非常常常ににに危危危険険険ででで生生生命命命ににに関関関わわわるるる。。。ままま
たたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体ににに重重重篤篤篤ななな症症症
状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

• ノノノズズズルルルややや容容容器器器ののの口口口ににに顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ががが目目目ややや肌肌肌ににに触触触れれれななないいいよよようううにににすすするるる

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料対対対応応応

この機械はバイオディーゼル燃料を混合したB20燃料
バイオディーゼル燃料が20、通常軽油が80を使用す
ることができます。ただし、通常軽油は硫黄分の少な
い、または極微量のものを使ってください。以下の注
意を守ってお使いください。

• バイオディーゼル成分が ASTM D6751 または
EN 14214 に適合しているものを使用してください。

• 混合後の成分構成が ASTM D975 または EN 590
に適合していること。

• バイオディーゼル混合燃料は塗装部を傷める可
能性がある。

• 寒い地方ではB5バイオディーゼル燃料が5またはそ
れ以下の製品を使用すること。

• 時間経過による劣化がありうるので、シール部分、
ホース、ガスケットなど燃料に直接接する部分をま
めに点検すること。

• バイオディーゼル燃料に切り換えた後に燃料フィル
タが詰まる場合がある。

• バイオディーゼル燃料についてのより詳細な情報は
代理店におたずねください。
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危危危険険険
燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、まままたたた、、、エエエンンンジジジンンンががが
停停停止止止しししててて冷冷冷えええててていいいるるる時時時ににに行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料
はははふふふききき取取取るるる。。。

• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、絶絶絶対対対
ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは燃燃燃料料料タタタ
ンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら25 mm程程程度度度下下下まままでででとととすすするるる。。。
こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ががが膨膨膨張張張しししたたたととときききににに
あああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを
絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに入入入
れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。
180 日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり付付付
けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。

1. 燃料タンクのキャップ図 15を取る。
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図図図 15

1. 燃料タンクのキャップ

2. タンクの天井から約 25 mm 下まで燃料を入れる
給油口の首の部分には入れない。燃料は 2号
軽油を使用する。 給油が終わったらキャッ プ
を締める。

注注注 可能であれば、作業後に毎回燃料を補給して
おくようにしてください。これにより燃料タンク内の
結露を少なくすることができます。

危危危険険険
燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンンににに引引引
火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、
やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに直直直接接接置置置
いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給しししななな
いいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製ののの床床床材材材
なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ場場場がががなななくくく
なななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪ををを
地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけれれればばば
いいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかからららでででななな
くくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれればばばななな
らららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンクククののの口口口ににに常常常
時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

油圧オイルタンクに約 28 リットルのオイルを満たして
出荷しています。初めての運転の前に必ず油量を確
認し、その後は毎日点検してください。推奨オイル
の銘柄を以下に示します

オオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 Toro プププレレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルを販売してい
ます19 リットル缶または 208 リットル缶。パーツカタログま
たは代理店でパーツ番号をご確認ください。

代替製品 Toro のオイルが入手できない場合は、以下
に挙げる特性条件および産業規格を満たすオイルを使
用することができます。合成オイルの使用はお奨めで
きません。オイルの専門業者と相談の上、適切なオイ
ルを選択してください 不適切なオイルの使用による損
害については弊社は責任を持ちかねますので、品質の
確かな製品をお使い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液, ISO VG 46
物性

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44 - 48
cSt @ 100°C 7.9-8.5

粘性インデックス ASTM
D2270

140-160

流動点, ASTM D97 -37°C–45°C
産業規格

ヴィッカース I-286-S 品質レベル, ヴィッカース M-2950-S
品質レベル , デニソン HF-0

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20 cc 瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
1522 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
P/N 44-2500。ご注文は Toro 代理店へ。
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生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル Mobil EAL 224H
Toro生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを販販販売売売しししててていいいままますすす 19 リットル缶また
は 208 リットル缶パーツカタログまたは代理店でパーツ番
号をご確認ください。
他他他ににに使使使用用用可可可能能能なななオオオイイイルルル Mobil Envirosyn 46H

注注注 植物性オイルをベースにした油オイルであり Toro社
が本機への使用を認めている唯一の生分解オイルで
す。通常の油圧オイルに比べて高温への耐性が低い
ので、本書の記述に従って必要に応じてオイルクーラ
を装備し、所定の交換間隔を守ってお使いください。
鉱物性のオイルが混合すると、生分解オイルの毒性
や生分解性能が悪影響を受けます。従って、通常の
オイルから生分解オイルに変更する場合には、所定
の内部洗浄手順を守ってください。くわしくは Toro 代
理店にご相談 ください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを下降
させ、エンジンを停止させてキーを抜き取る。

2. 油圧オイルタンクの注油口周辺をきれいに拭
き、キ ャップ図 16を外す。給油口からキャッ
プを取る。
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図図図 16

1. 油圧オイルタンクのキャップ

3. 補給口の首からディップスティックを抜き、ウ ェ
スできれいに拭う。もう一度首に差し込んで引き
抜き、オイルの量を点検する。2本のマークの間
にあれば適正である。

4. 油量が少なければ上マークまで補給する。

5. ディップスティックとキャップを取り付ける。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

タイヤは空気圧を高めに設定して出荷しています。運
転前に正しいレベルに下げてください。適正範囲は前
後輪 とも138 kPa1.4 kg/cm2です。使用開始前に毎日
点検してください。

重重重要要要 全全全部部部のののタタタイイイヤヤヤををを同同同じじじ圧圧圧力力力ににに調調調整整整しししななないいいととと機機機械械械ののの性性性
能能能ががが十十十分分分ににに発発発揮揮揮ささされれれずずず、、、刈刈刈りりり上上上がががりりりののの質質質ががが悪悪悪くくくなななりりりままま
すすす。。。規規規定定定以以以下下下ででで使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
重重重要要要 以以以下下下ののの場場場合合合にににははは燃燃燃料料料シシシススステテテムムムのののエエエアアア抜抜抜きききががが必必必
要要要ででですすす

• 燃料切れでエンジンが停止した時

• 燃料系統の整備作業を行った時

1. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュ ートラル
位置にあることを確認する。さらに、駐車 ブレー
キが掛かっていることを確認する。

2. スロットルコントロールをローアイドル位置とする。

3. キーを RUN 位置に回す。グローランプの点灯
を確認する。

4. グローランプが消えたら、キーをSTART位置に回
す。エンジンが始動したらすぐにキーから手を放
す。キーは RUN 位置に戻る。スロットルコント
ロールを希望の位置にセットする。

重重重要要要 スススタタターーータタタモモモーーータタタのののオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトををを防防防止止止すすするるる
たたためめめ、、、スススタタターーータタタははは15秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで回回回転転転さささせせせななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。10 秒秒秒間間間連連連続続続ででで使使使っっったたたららら、、、キキキーーーををを
OFF位位位置置置ににに戻戻戻ししし、、、始始始動動動手手手順順順ををを確確確認認認ししし、、、15 秒秒秒間間間
待待待っっってててかかからららもももううう一一一度度度スススタタターーータタタををを回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。

外気温度が℃以下の時は、スタータを30 秒間
連続で回転させることができます。30 秒間連続
で使ったら次の使用まで60 秒間の待ち時間を
取ってください。

注注注意意意
機機機体体体ののの点点点検検検ををを行行行ううう前前前ににに、、、機機機械械械ののの可可可動動動部部部ががが
すすすべべべててて完完完全全全 ににに停停停止止止しししててていいいるるるここことととををを必必必ずずず確確確認認認
すすするるるこここととと。。。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
重重重要要要 高高高負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせるるる前前前
ににに5分分分間間間程程程度度度のののアアアイイイドドドリリリンンングググ時時時間間間をををとととっっってててくくくだだださささいいい。。。こここれれれ
ににによよよりりり、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止すすするるる前前前にににタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャををを冷冷冷
却却却しししままますすす。。。こここれれれををを怠怠怠るるるとととタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャにににトトトラララブブブルルルががが
発発発生生生すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

注注注 駐車するときには必ずカッティングユニットを降下さ
せてください。これにより、油圧系統の負荷がなくな
り、各部やパーツの磨耗が少なくなるだけでなく、カッ
ティングユニットが不意に落下するなどの事故を防ぐこ
とができます。

1. スロットルコントロールをスロー位置とする。

2. PTO スイッチをOFF 位置にする。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. キーを OFF 位置に回す。
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5. 事故防止のため、キーは抜き取っておく。

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを
点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、
不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

本機には、電気系統にインタロックスイッチが組み込ま
れています。インタロックスイッチは、オペレータが座
席にいないのに走行ペダルが踏まれた場合にエンジン
を停止させます。走行ペダルがニュートラル位置にある
時にはオペレータが座席を離れてもエンジンは停止しま
せん。PTOレバーと走行ペダルを解除しておけばエン
ジンは回転を続けますが、運転席を離れる場合にはい
つでもエンジンを停止させる習慣をつけてください。

インタロックスイッチの点検手順を以下に示します

1. ゆっくりとした速度で、比較的広い、障害物のな
い場所に移動する。カッティングユニットを降下さ
せ、エンジンを停止し、駐車ブレーキを掛ける。

2. 着席し、走行ペダルを踏み込む。エンジンを始
動させてみる。クランキングしなければ正常。ク
ランキングする場合はインタロックスイッチが故障
しているので、運転前に修理する。

3. 着席し、エンジンを始動させる。座席から立ち
上がっ てPTO レバーをONにする。PTOが回
転を開始し なければ正常。回転する場合はイ
ンタロックスイッチが故障しているので、運転前
に修理する。

4. 着席し、駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動
させる。走行ペダルを前進または後退方向に踏
み込む。エ ンジンが停止すれば正常。停止しな
い場合はインタロック・スイッチが故障しているの
で、運転前に修理する。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引移移移動動動
緊急時には、油圧ポンプについているバイパスバルブ
を開いて本機を牽引または押して移動することができま
す。但し、移動距離は 400 m 以内としてください。

重重重要要要 牽牽牽引引引移移移動動動時時時ののの速速速度度度ははは、、、3-4.8 km/h とととしししてててくくくだだださささ
いいい。。。こここれれれ以以以上上上ののの速速速度度度ででではははトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン機機機器器器ににに損損損
傷傷傷ををを与与与えええるるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。本本本機機機ををを押押押しししててて或或或いいいははは引引引
いいいててて移移移動動動さささせせせるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずバババイイイパパパスススバババルルルブブブををを開開開
くくく必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

重重重要要要 機機機械械械ををを後後後ろろろににに押押押しししててて移移移動動動さささせせせるるる場場場合合合にににははは、、、4輪輪輪駆駆駆
動動動マママニニニホホホルルルドドドのののチチチェェェッッックククバババルルルブブブもももバババイイイパパパスススさささせせせるるる必必必要要要ががが

ああありりりままますすす。。。バババイイイパパパスススさささせせせるるるにににははは、、、ホホホーーースススアアアセセセンンンブブブリリリホホホーーー
スススP/N 95-8843、、、カカカッッップププラララフフフィィィッッッテテティィィンンングググP/N 95-09852
個個個、、、油油油圧圧圧フフフィィィ ッッッテテティィィンンングググP/N 340-772 個個個ををを後後後退退退走走走行行行テテテ
ススストトトポポポーーートトトににに接接接続続続ししし、、、4輪輪輪駆駆駆動動動油油油圧圧圧テテテススストトトポポポーーートトトででで流流流
れれれををを逆逆逆転転転さささせせせままますすす。。。

1. フードを開け、中央のシュラウドを取る。

2. バイパスバルブのレバー図 17を右または左に
90°回転4分の1回転 させると内部でバイパスが
形成される。これにより、トランスミッ ションを破
損することなく機械を押して移動できる ようにな
る。バルブを開けたとき、どちらの方向に 回し
たかを覚えておくこと。

g009703

図図図 17

1. バイパスバルブ

3. エンジンを掛ける時にはバルブを元通りに90度
1/4回転閉める。バルブを締めるときのトルク値
が 5-8 ft.-lb.711N·m=0.691.10 kg.mを超えない
ようにする。

ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププポポポイイインンントトト
• 機体前部左右の駆動輪の内側のフレーム

• 機体後部アクスルの中央

ロロローーープププ掛掛掛けけけのののポポポイイインンントトト
• 機体前部左右の前ステップ

• 機体後部後バンパー

運運運転転転ののの特特特性性性
この芝刈機はHSTハイドロスタティックトランスミッショ
ンを採用しており、一般の芝管理用機械とは異なった
特性をもっています。よく練習してから運転してくださ
い。運転に当たっては、トラクションユニットおよびカッ
ティングデッキやその他のインプレメントを効率よく作動
させていただくために気をつけるべき点があります。
特に、トランスミッションの原理、エンジン速度と負荷
との関係、ブレードやその他のインプレメントに掛かる
負荷の大きさ、ならびにブレーキの効果的な使用方法
をよく理解してください。
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トラクションユニットおよびインプレメントカッティングユ
ニットに十分なパワーを供給してやるためには、エンジ
ンがほぼ一定の高速度で回転を続けさせてやる必要が
あります。このコツは、走行ペダルの踏み込みに注意
することです。カッティングユニットへの負荷が大きく
なったら走行に掛かる負荷を下げてやるきとです。

エンジンの回転数が落ちてきたら、ペダルの踏み込み
を浅くして走行速度を落としてやりましょう。そうしてエ
ンジンの回転が上がってきたら、再び走行ペダルを踏
み込みます。一方、移動走行時のように、カッティング
ユニットが回転しておらず、カッティングユニットへの
負荷がない場合には、ペダルを一杯に踏み込んで最
高速度で走行することができます。

もう一つのポイントはブレーキペダルの使い方です。旋
回時にブレーキを使用すると、小さな半径で旋回するこ
とができます。但し、誤って芝を傷つけないよう注意が
必要です。特に、ターフが柔らかいときやぬれていると
きは注意してください。ブレーキは斜面での運転にも応
用できます。例えば、斜面を横断中に山側の車輪がス
リップして地面に走行力を伝えられなくなる場合がありま
す。このような場合には、山側のブレーキをゆっくり、
スリップが止まる所まで踏み込んでやると、谷側の走
行力が増加し、安定した走行ができるようになります。

斜面の通行には最大の注意を払ってください。運転席
の固定ラッチが確実に掛かっていることを確認し、必ず
シートベルトを着用してください。また、転倒事故を防
止するために、法面での速度の出しすぎや急旋回に十
分注意してください。そして、下り坂では、機体を安定
させるためにカッティングユニットを下げてください。

警警警告告告
こここののの芝芝芝刈刈刈機機機でででははは、、、草草草地地地ででで作作作業業業中中中にににブブブレレレーーードドドににに当当当
たたたっっっ たたた異異異物物物ははは、、、地地地面面面ににに打打打ちちち込込込まままれれれてててそそそののの運運運動動動エエエ
ネネネルルルギギギーーー ををを急急急速速速ににに失失失うううよよよううう設設設計計計ささされれれててていいいるるる。。。しししかかか
ししし、、、注注注意意意不不不足足足ややや地地地 面面面ののの刈刈刈凹凹凹凸凸凸ののの状状状態態態、、、不不不規規規則則則ななな
跳跳跳ねねね返返返りりり、、、ガガガーーードドドやややカカカ バババーーーののの不不不備備備なななどどどののの悪悪悪条条条件件件
ががが重重重なななるるるととと、、、カカカッッッテテティィィンンングググ ユユユニニニッッットトトかかかららら異異異物物物ががが飛飛飛びびび
出出出すすす場場場合合合がががでででてててくくくるるる。。。

• 人人人ややや動動動物物物ががが突突突然然然目目目ののの前前前ににに現現現れれれたたたららら直直直ちちちにににリリリーーー
ルルル停停停止止止

• 周周周囲囲囲ににに人人人がががいいいなななくくくなななるるるまままでででははは作作作業業業ををを再再再開開開しししななな
いいいこここととと。。。

重重重要要要 高高高負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせるるる前前前
ににに5分分分間間間程程程度度度のののアアアイイイドドドリリリンンングググ時時時間間間をををとととっっってててくくくだだださささいいい。。。こここれれれ
ににによよよりりり、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止すすするるる前前前にににタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャををを冷冷冷
却却却しししままますすす。。。こここれれれををを怠怠怠るるるとととタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャにににトトトラララブブブルルルががが
発発発生生生すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

エンジンを停止させる前にすべてのコントロールを解
除し、スロットルをSLOWに戻してください。スロットル
を下げればエンジン回転が下がり、運転音も振動も
小さ くなります。その後にキーをOFFにしてエンジン
を停止 させてください。

エエエンンンジジジンンンののの冷冷冷却却却フフファァァンンンののの操操操作作作
エンジンの冷却ファンのスイッチで、ファンの 2 つの動
作モードを切り替えることができます。ファンには R
モードと自動Autoモードがあり、このファンは、後スク
リーンにたまったごみを逆転して吹き飛ばすことができ
ます。通常は、スイッチを自動Autoにセットしておいて
ください。自動モードでは、ファンの回転速度は冷却液
の温度または油圧オイルの温度によって制御され、後
スクリーンにたまったごみは、ファンが自動的に逆転す
ることによって除去されます。冷却液の温度または油
圧オイルの温度が規定値以上に達するとファンが自動
的に逆転を行ないます。ファンのスイッチを前に倒すと
R モードとなり、このスイッチ操作によってファンは逆回
転サイクルを1回行ないます。後スクリーンの詰まりに
気づいたときや、整備場に進入する前、格納庫に入る
前などにこの手動逆転モードをお使いください。

ヒヒヒンンントトト

刈刈刈りりり込込込みみみははは芝芝芝ががが乾乾乾いいいててていいいるるる時時時ににに

刈り込みは、朝露を避けて遅めの午前中か、直射日
光を避けて午後遅くに行いましょう。露があると草がか
たまりになりやすく、また刈りたての草は強い直射日
光に当たるとダメージを受けます。

条条条件件件ににに合合合っっったたた刈刈刈りりり高高高ののの設設設定定定ををを

一度に切り取る長さは25 mm以内に抑えましょう。草丈
の1/3 以上は刈り取らないのが原則です。成長期の
密生している芝生では刈り高設定をさらに一目盛り上
げる必要があるかもしれません。

定定定期期期的的的ににに刈刈刈りりり込込込むむむ

通常のシーズン条件では、日に回の刈り込みが必要
になるでしょう。しかし、草の生長速度は色々な条 件
によって左右され、一定ではありません。例えば寒冷
な地域では春から初夏にかけての芝草の成長期に最
も頻繁な刈り込みが必要となり、成長速度の落ちる夏
には 10日に度ぐらいの間隔になると思われます。悪
天候などで定期的に刈り込むことができずに草丈が伸
びてしまった場合には、刈り高を高くして回刈り、23
日 後に刈り高を通常に戻してもう一度刈るようにすると
きれいに仕上がります。

いいいつつつももも鋭鋭鋭利利利なななブブブレレレーーードドドををを使使使うううこここととと

刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もきれいです。
切れ味の悪い刃先は芝草を引きちぎるので、切り口
が茶色に変色し、芝草の成長を悪くし、また病気に
もかかりやすくなります。
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移移移動動動走走走行行行時時時のののラララッッッチチチののの使使使用用用にににつつついいいててて
グググララランンンドドドマママスススタタターーー 4700–D のののみみみ

長い距離を移動するとき、凹凸の激しい場所を通ると
き、トレーラなどに載せて運ぶときは、2つの輸送用
ラッチで外側カッティングユニットを固定してください。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検

きれいな刈りあがりを維持するために、芝刈り作業が
終わったらホースと水道水で各カッティングユニットの裏
側を洗浄してください。刈りかすがこび りつくと、刈り込
みの性能が十分に発揮されなくなります。

注注注 駐車するときには必ずカッティングユニットを降下さ
せてください。これにより、油圧系統の負荷がなくな
り、各部やパーツの磨耗が少なくなるだけでなく、カッ
ティングユニットが不意に落下するなどの事故を防ぐこ
とができます。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 50 時間 • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

使用開始後最初の 200 時間
• プラネタリギアオイルを交換する。
• リアアクスルオイルを交換する。
• 油圧フィルタを交換する

使用するごとまたは毎日

• エンジンオイルの量を点検してください。
• 冷却系統を点検する。
• 油圧オイルの量を点検してください。
• タイヤ空気圧を点検する。
• インタロックスイッチの動作を点検してください。
• 水セパレータの水抜きと異物の除去。
• 燃料フィルタ・水セパレータからの水抜きは毎日おこなって異物を除去してください。
• エンジン部、オイルクーラ、ラジエターを清掃する。
• 油圧ライン油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部のゆるみ、磨耗、フィッティングの

ゆるみ、風雨や薬品による劣化などがないか十分に点検してください。

50運転時間ごと
• ベアリングとブッシュのグリスアップを行ってください。
• バッテリーの状態の点検

100運転時間ごと • オルタネータベルトの磨耗と張りの点検

150運転時間ごと • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと
• ホイールナットのトルク締めを行う。
• スパークアレスタマフラーを清掃する

400運転時間ごと

• エアクリーナの整備を行う。（エアクリーナのインジケータが赤色になったらその時点で
整備を行う。チリはホコリの非常に多い環境で使用しているときには頻繁な整備が
必要となる。）

• 燃料ラインとその接続の点検。
• 燃料フィルタのキャニスタは所定時期に交換してください。
• プラネタリドライブ端部にガタがないか点検する。
• 定期的に点検します（オイル漏れが疑われたらすぐに油量を点検してください）。
• リアアクスルオイルを点検する。

800運転時間ごと

• 燃料タンクを空にして内部を清掃します。
• プラネタリギアオイルを交換する。
• リアアクスルオイルを交換する。
• 後輪のトーインの点検を行う。
• 油圧オイルを交換する。
• 油圧フィルタを交換する

長期保管前

• 燃料タンクを空にして内部を清掃します。
• タイヤ空気圧を点検する。
• 全部のボルトナット類を点検する。
• グリス注入部やピボット部全部をグリスアップする。
• 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をする。

1年ごと
• 燃料ラインとその接続の点検。
• プラネタリギアオイルを交換する。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備にににつつついいいてててののの詳詳詳細細細はははエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの整整整備備備にににはははカカカッッッテテティィィンンングググ
ユユユニニニッッットトトマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動
作を点検する。

ブレーキの動作

エンジンオイルの
量を点検

冷却系統を点検

燃料・水セパレー
タの水抜き。

エアフィルタのイ
ンジケータの表
示。

ラジエター、オ
イルクーラ、スク
リーンの汚れ

エンジンからの異
常音がないか点
検する。1

運転操作時の異
常音

油圧オイルの量
を点検

油圧ホースの磨
耗損傷を点検

オイル漏れなど

タイヤ空気圧を点
検する

計器類の動作を
確認する。

グリスアップ。2

塗装傷のタッチ
アップ

1. 始動困難、大量の煙、咳き込むような走りなどが見られる場合はグロープラグと噴射ノズルを点検する。

2. 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。
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定定定期期期整整整備備備ススステテテッッッカカカーーー

decal117-4758

図図図 18

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。
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整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

フフフーーードドドののの外外外しししかかかたたた
1. ラッチ図 19を外し、フードを回転させて開く。

g009984

図図図 19

1. フードのラッチ2ヶ所

2. 後フードブラケットをフレームピンに固定している
コッターピンを抜き取り、フードを持ち上げて取り
外す。

潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリススス
アアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

定期的に、全部のベア リングとブッシュにNo.2汎用リ
チウム系グリスを注入します。通常の使用では 50 運
転時間ごとに行いますが、機体を水洗いしたあとは整
備間隔に関係なく直ちにグリスアップしてください。

グリスアップ箇所は以下の通りです

• ブレーキシャフトのピボットベアリング5ヶ所図 20

g009704

図図図 20

• 後アクスルピボットのブッシュ2ヶ所図 21

g009705

図図図 21

29
 



• ステアリングシリンダのボールジョイント 2ヶ所図 22

g009706

図図図 22

1. キングピンの上部フィッティング

• タイロッドのボールジョイント 2ヶ所図 22
• キングピンのブッシュ2ヶ所図 22。但但但しししキキキンンングググピピピンンン

上上上部部部ははは1年年年ににに1回回回のののみみみポポポンンンプププ2回回回押押押 しししのののみみみとととすすするるる。。。

• 昇降アームのブッシュ各デッキに1ヶ所図 23

g009707

図図図 23

• 昇降シリンダのブッシュ各デッキに2ヶ所図 23

• カッティングユニットのスピンドルシャフトのベアリン
グ各カッティングユニットに1ヶ所図 24

g009708

図図図 24

• カッティングユニットのキャリアアームのブッシュ各
カッティングユニットに1ヶ所図 24

• 後ローラのベアリング各カッティングユニットに2ヶ
所図 25

g005979

図図図 25

重重重要要要ロロローーーラララマママウウウンンントトトのののグググリリリススス注注注入入入用用用溝溝溝ととと、、、ロロローーーラララシシシャャャ
フフフトトト端端端部部部のののグググリリリススス注注注入入入穴穴穴をををそそそろろろえええててて注注注入入入しししてててくくくだだださささ
いいい。。。ロロローーーラララシシシャャャフフフトトトののの片片片方方方ののの端端端部部部ににに合合合わわわせせせマママーーークククががが
つつついいいててていいいままますすすのののででで、、、こここれれれををを利利利用用用すすするるるとととよよよいいいでででしししょょょううう。。。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点検
してください。破損していれば交換してください。吸
気部全体について、リーク、破損、ホースのゆるみ
などを点検してください。

エアクリーナの整備はインジケータ図 26が赤色になっ
てから行ってください。早めに整備を行っても意味があ
りません。むしろフィルタを外したときにエンジン内部に
異物を入れてしまう危険が大きくなります。

g009709

図図図 26

1. エアクリーナのインジケータ

重重重要要要 本本本体体体とととカカカバババーーーがががシシシーーールルルでででしししっっっかかかりりり密密密着着着しししててていいいるるる
のののををを確確確認認認しししてててくくくだだだ さささいいい。。。

1. ラッチを引いて外し、カバーを左にひねってボ
ディーからはずす図 27。

g009710

図図図 27

1. エアクリーナのラッチ 2. エアクリーナのカバー

2. ボディーからカバーを外す。フィルタを外す前に、
低圧のエア2.8 kg/cm2、異物を含まない乾燥し

た空気で、1次フィルタとボディーとの間に溜まっ
ている大きなゴミを取り除く。高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用ししし
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。異異異物物物がががフフフィィィルルルタタタををを通通通っっってててエエエンンンジジジンンン
部部部へへへ吹吹吹ききき込込込まままれれれるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

このエア洗浄により、1次フィルタを外した時にホ
コリが舞い上がってエンジン部へ入り込むのを防
止することができる。

3. 1次フィルタ図 28を取り外して交換する。

エレメントを洗って再使用しないこと。洗浄によっ
てフィルタの濾紙を破損させる恐れがある。新し
いフィルタに傷がついていないかを点検する。特
にフィルタとボディーの密着部に注意する。破破破
損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタははは使使使用用用しししななないいい。。。フィルタをボ
ディー内部にしっかり取り付ける。エレメントの外
側のリムをしっかり押さえて確実にボ ディーに
密着させる。フフフィィィルルルタタタののの真真真んんん中中中ののの柔柔柔らららかかかいいい部部部分分分
ををを持持持たたたななないいいこここととと。。。

g009711

図図図 28

1. エアクリーナの1次フィルタ

重重重要要要 安安安全全全フフフィィィルルルタタタ図図図 29ははは絶絶絶対対対ににに洗洗洗わわわななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。安安安全全全フフフィィィルルルタタタははは、、、1次次次フフフィィィルルルタタタののの3度度度目目目ののの整整整
備備備時時時ににに新新新品品品ににに交交交換換換しししままますすす。。。
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g009712

図図図 29

1. エアクリーナの安全フィルタ

4. カバーについている異物逃がしポートを清掃す
る。カバーについているゴム製のアウトレットバル
ブを外し、内部を清掃して元通りに取り付ける。

5. アウトレットバルブが下向き後ろから見たとき、
時計の5:00と7:00の間になるようにカバーを取
り付ける。

6. インジケータ図 26が赤になっている場合はリセッ
トする。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの整整整
備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

150運転時間ごと

運転開始後50時間でエンジンオイルの初回交換を行
い、その後は、150 運転時間ごとにオイルとフィルタを
交換してください。

1. ドレンプラグ図 30を外してオイルを容器に受け
る。オイルが抜けたらドレンプラグを取り付ける。

g009713

図図図 30

1. エンジンオイルのドレンプラグ

2. オイルフィルタ図 31を外す。新しいフィルタの
シールに薄くエンジンオイルを塗って取り付 け
る。締めすぎないように注意すること。

g008807

図図図 31

1. エンジンオイルのフィルタ

3. エンジンオイルを入れる。「運転操作」の「エン
ジンオイルを点検する」を参照。
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スススロロロッッットトトルルルののの調調調整整整
スロットルケーブル図 32がコントロールアームのスロッ
トの端部に当たるのと同じタイミングでエンジンのガバナ
レバーが高速固定ボルトに当たるように、スロットル
ケーブルを調整します。

g010416

図図図 32

1. スロットルケーブル

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備
危危危険険険

軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火爆爆爆発発発すすするるる。。。発発発火火火
しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引
ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた状状状
態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは燃燃燃料料料
タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら613 mm 程程程度度度下下下まままでででととと
すすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ががが膨膨膨張張張
しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるる
たたためめめででであああるるる。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを
絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保存存存ししし、、、
容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるるこここととと。。。

燃燃燃料料料タタタンンンククク
800運転時間ごと—燃料タンクを空にして内部を
清掃します。

長期保管前—燃料タンクを空にして内部を清掃
します。

燃料タンクは 800 運転時間ごとにタンクを空にして内部
を清掃してください。燃料系統が汚染された時や、マシ
ンを長期にわたって格納する場合も同様です。タンクの
清掃にはきれいな燃料を使用してください。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと—燃料ラインとその接続

の点検。

1年ごと—燃料ラインとその接続の点検。

400 運転時間ごと又は年に回のうち早い方の時期に
点検を行ってください。劣化・破損状況やゆるみが発
生していないかを調べてください。

ウウウォォォーーータタターーーセセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—燃料フィルタ・水

セパレータからの水抜きは毎日おこ
なって異物を除去してください。

400運転時間ごと—燃料フィルタのキャニスタは
所定時期に交換してください。

水セパレータの水抜きは毎日おこなって異物を除去し
てください。フィルタは400運転時間ごとに交換してく
ださい。

1. 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく図 33。
2. キャニスタ下部のドレンプラグをゆるめて水や

異物を流し出す。
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g007367

図図図 33

1. 燃料フィルタ・水セパレータ

3. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。

4. フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに拭く。

5. ガスケットに薄くオイルを塗る。

6. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ込
み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

7. キャニスタ下部のドレンプラグを締める。

燃燃燃料料料ピピピッッックククアアアッッップププチチチュュューーーブブブのののススス
クククリリリーーーンンン
燃料ピックアップチューブは、燃料タンクの内部にあっ
て、スクリーンで燃料を濾過し、燃料系統への異物の
進入を防いでいます。必要に応じて燃料ピックアップ
チューブを取り外し、清掃してください。

イイインンンジジジェェェクククタタタかかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
注注注 通常のエア抜きを行ってもエンジンが始動できな
い場合に行います。

1. 燃料噴射ポンプの No.1インジェクタノズル図 34へ
のパイプ接続部をゆるめる。

g010417

図図図 34

1. No.1インジェクタノズル

2. スロットルをFAST位置とする。

3. 始動キーをSTART位置に回し、接続部から流れ
出 る燃料が泡立たなくなるのを待つ。燃料が泡
立たなくなったら、キーをOFFに戻す。

4. パイプをしっかり締め付ける。

5. 残りのノズルからも同じ要領でエアを抜く。
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーののの充充充電電電ととと接接接続続続

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

1. 運転席のコンソールパネルのラッチを外して持
ち上げる図 35。

g009985

図図図 35

1. 運転席のコンソールパネル 2. ラッチ

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを
皮皮皮膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意
すすするるるこここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと
手手手ををを保保保護護護すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよ
ううう、、、必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくく
こここととと。。。

2. 充電器に接続し、充電電流を 3-4 A にセットす
る。3-4 Aで4-8時間充電する。

3. 充電が終わったらチャージャをコンセントから抜
き、バッテリー端子からはずす。

警警警告告告
充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火
気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

4. 赤いケーブルをバッテリーの端子に、 黒いケー
ブルはバッテリーの端子に固定する図 36ケーブ
ルはキャップスクリュとナットで各電極に確実に固
定すること。プラス端子が電極に十分にはまり込
んでいること、ケーブルの配線に無理がないこと
を確認する。ケーブルとバッテリーカバーを接触
させないこと。ショート防止のために端子にゴム
キャップをかぶせる。

g009986

図図図 36

1. プラスケーブル 2. マイナスケーブル

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

5. 腐食防止のために両方の端子部にワセリンGrafo
112X: P/N 505-47またはグリスを薄く塗る。プラ
ス端子にゴムカバーを取り付ける。

6. コンソールパネルを閉じ、ラッチを掛ける。
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警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触 れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発
生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここ
ししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの手手手入入入れれれ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、本本本機機機ににに溶溶溶接接接作作作業業業ををを
行行行ううう時時時にににははは、、、バババッッッテテテリリリーーーのののマママイイイナナナスススケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続
ををを外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 50運転時間ごとまたは1週間に1度、バッテリーを点
検してください。端子や周囲が汚れていると自然放電し
ますので、バッテリーが汚れないようにしてください。洗
浄する場合は、まず重曹と水で全体を洗います。次に
真水ですすぎ、。腐食防止のために両方の端子部に
ワセリンGrafo 112X: P/N 505-47を薄く塗ってください。

ヒヒヒュュューーーズズズ
ヒューズは運転席のコントローラ・パネルの下に取り付
けてあります。

decal117-4761

図図図 37

運転席のコンソール・パネルのラッチを外して持ち上げ
図 38、ヒューズ図 39を露出させる。

g009985

図図図 38

1. ラッチ 2. 運転席のコンソールパネル
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g010255

図図図 39

1. ヒューズ

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検
すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間

200運転時間ごと

警警警告告告
こここののの整整整備備備ををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損かかかららら人人人身身身事事事故故故
にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

前前前輪輪輪ととと後後後輪輪輪のののホホホイイイーーールルルナナナッッットトトををを85-100ft.-lb.115136
N·m= 11.813.8 kg.mにににトトトルルルククク締締締めめめすすするるる こここののの作作作業業業
ははは新新新車車車ののの使使使用用用ををを開開開始始始しししててて 14 運運運転転転時時時間間間後後後ににに1度度度、、、
そそそしししててて 8 運運運転転転時時時間間間後後後にににもももううう一一一度度度行行行なななううう。。。そそそののの後後後ははは
200 運運運転転転時時時間間間ごごごとととににに締締締めめめ付付付けけけををを行行行ううう。。。

注注注 前ホイールナットは ½–20 UNFネジです。後ホイー
ルナットはM12×1.6-6Hメートルネジです。

プププラララネネネタタタリリリドドドララライイイブブブ端端端部部部のののガガガタタタ
ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

プラネタリドライブとホイールとの間にガタがあっては
なりません ホイールを軸方向に押し引きしたときにホ
イールが動く場合はガタがあります。

1. 車両を平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、カッティングユニットを降下させ、エンジンを
停止し、キーを抜き取る。

2. 後ホイールに輪止めを掛け、機体前部を床から
浮かせ、前アクスルフレーム部をジャッキスタン
ドで支える。

危危危険険険
ジジジャャャッッッキキキににに載載載っっっててていいいるるる車車車体体体ははは不不不安安安定定定でででああありりり、、、
万万万一一一外外外れれれるるるととと下下下にににいいいるるる人人人間間間ににに怪怪怪我我我ををを負負負わわわせせせるるる
危危危険険険ががが大大大きききいいい。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた状状状態態態でででははは車車車両両両ををを始始始動動動
しししななないいいこここととと。。。

• 車車車両両両かかかららら降降降りりりるるる時時時ははは必必必ずずずスススイイイッッッチチチかかからららキキキーーー
ををを抜抜抜いいいててておおおくくく。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししててていいいるるる時時時にににはははヤヤヤイイイヤヤヤににに輪輪輪
止止止めめめををを掛掛掛けけけるるるこここととと。。。

• 機機機体体体をををジジジャャャッッッキキキスススタタタンンンドドドででで支支支えええるるる。。。

3. 左右の前駆動輪のうちの一つを持って抜き差し
方向に押し引きし、車輪が動かないことを確認
する。
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g028798

図図図 40

1. 前駆動輪

4. もう1個のホイールにもステップ3の点検を行う。

5. どちらか一方でもホイールが動く場合は、代理
店に連絡してリビルドしてもらう

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアオオオイイイルルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

通常は400 運転時間ごとに点検します。外部へのオ
イ ル漏れが疑われたらすぐに点検してください。補給
用には高品質のSAE 85W-140 ギアオイルを使用して
く ださい。

容量は約 500 ccです 。

1. 平らな場所で、ホイールの点検/ドレン・プラグ図
41 が時計の3時または9時の位置に来るように
停止させる。

g008860

図図図 41

1. 点検プラグ兼ドレンプラグ時計の 3 時および 9 時の位置

2. プラネタリに付いているプラグ図 41を抜く。ブ
レーキの後側で、プラグ穴の高さまで油量があ
ればよい。

3. 必要に応じてオイルを追加する。プラグを取り
付ける

4. 機体の反対側でも同じ要領13で点検する。

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 200 時間

800運転時間ごと

1年ごと

200運転時間で初回交換を行います。その後は 800運
転時間ごと又は 1 年に 1 回のうち早い方の時期に交換
してください。補給用には高品質のSAE 85W-140 ギア
オイルを使用してく ださい。

1. 平らな場所で、ホイールの点検/ドレンプラグ図
42 が一番下時計の6時の位置に来るように停
止させる。

g008862

図図図 42

1. 点検プラグ兼ドレンプラグ時計の 6 時の位置

2. ハブの下に容器を置き、プラグを外してオイル
を抜く。

3. ホイールの反対側のブレーキハウジング図 43の
下にも容器を置く。

g009715

図図図 43

1. ブレーキハウジング 3. 点検プラグ

2. ドレンプラグ

4. ブレーキハウジングの下にある両方のプラグを外
してオイルを抜く。

5. オイルが全部排出されたら、ブレーキハウジング
の下側のプラグを取り付ける。

6. 点検/ドレンプラグが、プラネタリギア上で時計の
3 時又は 9 時の位置にくるように駐車する。

7. 新しいSAE 85W-140オイルを入れる。容量は
500 cc。 穴が2 時または10 時の位置にある状
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態で穴のフチまでオイルを入れる。プラグを取
り付ける。

8. 反対側のプラネタリギアアセンブリも同様に作
業する。

リリリアアアアアアクククスススルルルオオオイイイルルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

リアアクスルには出荷時にSAE 85W-90 ギアオイルを
注入しています。初めて使用する前および 400 運転時
間ごとに量を点検してください。容量は2.4 リットルです
。オイル漏れの目視点検は毎日行ってください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. アクスルの一方の端部から点検用プラグ図 44を
抜き、穴の高さまで潤滑油があることを確認す
る。量が不足の場合は、給油プラグ図 44をは
ずして補給する。

g009716

図図図 44

1. 点検プラグ 2. 補給プラグ

リリリアアアアアアクククスススルルルオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 200 時間

800運転時間ごと

1. 平らな場所に駐車する。

2. ドレンプラグ図 45左右端に個と中央に個、全部
で3個あるの周辺をきれいに拭く。

g009717

図図図 45

1. ドレンプラグの位置

3. オイルが抜けやすいように点検用プラグ3 個を
抜く。

4. 各ドレンプラグからオイルを抜き、容器で回収
する。

5. プラグを取り付ける。

6. 点検穴から、新しい85W-140 オイルを入れる。
容量 は2.4リットル。穴の縁まで入ればよい。

7. 点検プラグを取り付ける

走走走行行行ドドドララライイイブブブのののニニニュュューーートトトラララルルル調調調
整整整
走行ペダルがニュートラル位置にあるときには本機は
停止していなければいけません。動きだすようでしたら
調整が必要です。

1. 平らな場所に駐車し、、エンジンを停止させ、速
度コントロールをLOWレンジにセットし、カッティ
ングユニットを降下させる。右ブレーキだけ踏ん
だ状態で駐車ブレーキを掛ける。

2. 車両の左側をジャッキアップして前輪を床から浮
かす。落下事故防止のためにジャッキスタンド
でサポートする。

3. エンジンを始動しアイドル回転させる。

4. 前への動きを止めたい場合は、ポンプロッドの
端部にあるジャムナットを回してポンプコントロー
ルチューブ図 46を前へ動かす。後への動きを止
めたい場合は、後へ動かす。
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図図図 46

1. ポンプロッド ジャムナット 2. ポンプコントロールチューブ

5. 車輪の回転が止まったら、ナットを締めて調整
を固定する。

6. エンジンを停止し、右ブレーキ をゆるめる。
ジャッキスタンドをはずし、機体を床に下ろす。
試験運転で調整を確認する。

後後後輪輪輪のののトトトーーーイイインンンののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

1. 後輪の前と後ろで、左右のタイヤの中央線間距
離を測るアクスルの高さ位置で計測。前での計
測が 3 mm小さければ正常である図 47。

g009169

図図図 47

1. トラクションユニットの前部 3. 中心線から中心線までの
距離

2. タイヤ後部よりも 3 mm 小
さい

2. 調整が必要な場合は、タイロッドのボールジョイ
ントのコッターピンとナットを外す図 48。次に、タ
イロッドのボールジョイントをアクスルケースのサ
ポートから外す。

g009718

図図図 48

1. タイロッドのクランプ 2. タイロッドのボールジョイント

3. タイロッド両側のクランプをゆるめる図 48。
4. 外した方のボールジョイントを内側または外側

に 1 回転させる。タイロッドの自由端側のクラン
プを締める。

5. タイロッドアセンブリ全体を先ほどと同じ方向 内回
しまたは外回しに回転させる。タイロッドの接続
端側のクランプを締める。

6. アクスルケースサポートのボールジョイント を取り
付け、指締めする。トーインを計測確認する。

7. 必要に応じ、上記の調整手順を繰り返す。

8. 調整ができたらナットを締め、新しいコッターピン
で固定する。
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冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの冷冷冷却却却シシシススステテテムムムののの整整整
備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

エンジン部、オイルクーラ、ラジエターは毎日清掃し
てください。汚れが激しければより頻繁な清掃が必
要です。

1. 後スクリーン図 49のラッチをはずして後部を開け
る。スクリーンを丁寧に清掃する。

注注注 蝶番のピンを抜けばスクリーンは外れます。

g009988

図図図 49

1. 後スクリーンのラッチ

2. オイル・クーラのラッチ図 50を回して外す。

g009719

図図図 50

1. オイル・クーラのラッチ

3. クーラを後ろに傾ける。オイルクーラとラジエター
の裏表を図 51圧縮空気で丁寧に清掃する。機体
の前側からエアを吹きつけて後ろ側にゴミを吹き
飛ばします。その後、今度は後ろ側から前側に向
かって吹きつけて清掃します。この作業を数回繰
り返してごみやほこりを十分に落としてください。

g009720

図図図 51

1. オイルクーラ 2. ラジエター

重重重要要要 ラララジジジエエエタタターーーやややオオオイイイルルルクククーーーラララををを水水水ででで洗洗洗浄浄浄すすするるる
とととサササビビビなななどどどががが発発発生生生しししやややすすすくくくなななりりり、、、機機機器器器ののの寿寿寿命命命ががが
短短短くくくなななりりりままますすす。。。

4. オイルクーラを元に戻し、スクリーンを閉める。
ラッチでフレームに固定し、スクリーンを閉じる。
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ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
ブレーキペダルの遊びが25 mm以上となったり、ブレー
キの効きが悪いと感じられるようになったら、調整を行っ
てください。遊びとは、ブレーキペダルを踏み込んでか
ら抵抗を感じるまでのペダルの行きしろを言います。

1. 左右のペダルが独立に動けるように、ブレーキペ
ダルのロックピンを外す。

2. 行きしろを小さくするにはブレーキを締める

A. ブレーキケーブル図 52の端にある前ナッ ト
をゆるめる。

g009721

図図図 52

1. ブレーキケーブル

B. 後ろナットを締めてケーブルを後ろへ引く。行
きしろが12-25 mm になるように調整する。

C. 調整ができたら前ナットを締める。

ベベベルルルトトトののの整整整備備備

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

オアウタネータのベルト図 53は100運転時間ごとに点
検します。

1. プーリとプーリの中間部分を5 kg で押さえた時に
10 mm程度のたわみがでるのがよい。

2. たわみが 10 mm 程度でない場合には、オルタ
ネータ取り付けボルト図 53をゆるめる。適当な張
りに調整してボルトを締める。ベルトのたわみが
適切に調整されたことを確認する。

g008932

図図図 53

1. オルタネータ 2. 取り付けボルト
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと

通常は 800 運転時間ごとにオイルを交換します。オイ
ルが汚染されてしまった場合は油圧系統全体を洗浄
する必要がありますので、Toro 代理店にご連絡くださ
い。汚染されたオイルは乳液状になったり黒ずんだ
色なったりします。

1. エンジンを止め、フードを開ける。

2. 油圧オイルタンクからケースリターンラインを外
し、流れ出すオイルを大型の容器に受ける。オイ
ルが全部流れ出たらラインを元通りに接続する。

3. タンクに油圧オイルを入れる。容量は約 28 リット
ルである。「油圧オイルを点検する」を参照。

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたた銘銘銘柄柄柄のののオオオイイイルルル以以以外外外ははは使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススステテテムムム
ををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

4. タンクにキャップを取り付ける。エンジンを始動
し、全部の油圧装置を操作して内部にオイルを行
き渡らせる。また、オイル漏れがないか点検し
て、エンジンを停止する。

5. 油量を点検し、足りなければディップスティックの
FULLマークまで補給する。入れすぎないこと。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 200 時間

800運転時間ごと

油圧オイルのフィルタ2個は、最初の 200 運転時間で
交換します。通常の使用条件では、その後 800 運転
時間ごとにフィルタを交換します。

フィルタはToro純正品を使用してください カッティングユ
ニット用後 P/N 94-2621、チャージ用前 P/N 75-1310

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機器器器ののの保保保
証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを下降
させ、エンジンを停止させ、駐車ブレーキを掛
けてキーを抜き取る。

2. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。
フィルタ図 54と図 55の取り付け部周辺をきれいに
ふき、下に廃油受けを用意し、フィルタを外す。

3. 新しいフィルタのガスケットに薄くオイルを塗布し
中にオイルを入れる。

g009723

図図図 54

1. 油圧フィルタ

g009989

図図図 55

1. 油圧フィルタ

4. 取り付け部が汚れていないのを確認する。ガス
ケットがフィルタヘッドに当たるまで手で回して取り
付け、そこから更に1/2回転増し締めする。

5. エンジンを始動して分間運転し、システム内のエ
アをパージする。エンジンを停止させ、オイル漏
れがないか点検する。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

油圧ライン油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部
のゆるみ、磨耗、フィッティングのゆるみ、風雨や薬品
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による劣化などがないか毎日点検してください。異常を
発見したら必ず運転を行う前に修理してください。

警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに
重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーースススににに傷傷傷
ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててていいいるるる
かかかををを確確確認認認すすするるる。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作動動動油油油
ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手なななどどどををを
近近近づづづけけけななないいい。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを確確確
実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに
専専専門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけてててくくくだだださささいいい。。。

洗洗洗浄浄浄

スススパパパーーークククアアアレレレスススタタタマママフフフラララーーーののの
整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

200 運転時間ごとに、マフラーにたまったカーボンの除
去を行ってください。

1. マフラーの下側の掃除穴からパイププラグを抜き
出す。

注注注意意意
マママフフフラララーーーががが熱熱熱くくくなななっっっててていいいるるるととと火火火傷傷傷ををを負負負うううおおおそそそ
れれれがががあああるるる。。。

マママフフフラララーーーののの周周周囲囲囲ででで作作作業業業ををを行行行うううととときききにににははは注注注意意意
すすするるるこここととと。。。

2. エンジンを掛ける。木片や金属の板で通常の排
気口 を塞いで排気が掃除穴から噴出すようにす
る。カーボンが排出されなくなるまで待つ。

注注注意意意
掃掃掃除除除穴穴穴ののの真真真後後後ろろろににに立立立たたたななないいいこここととと。。。

必必必ずずず安安安全全全めめめがががねねねををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

3. エンジンを停止させ、パイププラグを元通りに
取り付ける。
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保保保管管管

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト
1. トラクションユニット、カッティングユニット、エンジ

ンをていねいに洗浄する。

2. タイヤ空気圧を点検する「タイヤ空気圧を点検す
る」を参照。

3. ボルト・ナット類にゆるみがないか点検し、必要な
締め付けを行う。

4. グリス注入部やピボット部全部をグリスアップす
る。余分のグリスやオイルはふき取る。

5. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、タッ
チアップする。金属部の変形を修理する。

6. バッテリーとケーブルに以下の作業を行う

A. バッテリー端子からケーブルを外す。

B. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を重
曹水とブラシで洗浄する。

C. 腐食防止のために両方の端子部にワセリン
Grafo 112X: P/N 505-47を薄く塗る。

D. 電極板の劣化を防止するため、60日ごとに
24時間かけてゆっくりと充電する。

7. カッティングデッキの整備用ラッチを掛けるグラン
ドマスター 4700-D のみ。

エエエンンンジジジンンン
1. エンジンオイルを抜き取り、ドレンプラグをはめ

る。

2. オイルフィルタを外して捨てる。新しいオイルフィ
ルタを取り付ける。

3. 新しいエンジンオイルを入れるSAE 15W-40,
CH-4, CI-4クラスまたはそれ以上 9.5 リットル。

4. エンジンを始動し、約2分間のアイドル運転を
行う。

5. エンジンを止める。

6. 燃料タンクから燃料を抜き取り、きれいな燃料で
内部を洗浄する。

7. 燃料系統の接続状態を点検し必要な締め付け
を行う。

8. エアクリーナをきれいに清掃する。

9. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を防水
テープでふさぐ。

10. 冷却水エチレングリコール不凍液と水とのの
50/50 混合液の量を点検し、凍結を考慮して必
要に応じて補給する。
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図図図面面面

g009991

油油油圧圧圧回回回路路路図図図 グググララランンンドドドマママスススタタターーー 4700 (Rev. A)
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g009990

油油油圧圧圧回回回路路路図図図 グググララランンンドドドマママスススタタターーー 4500 (Rev. A)
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g009992

電電電気気気回回回路路路図図図 (Rev. A)
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g009993

電電電気気気回回回路路路図図図 (Rev. A)
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g009994

電電電気気気回回回路路路図図図 (Rev. A)
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g009995

電電電気気気回回回路路路図図図 (Rev. A)
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